
業務システム構築基盤のご紹介
SystemDirector Enterprise for Java

⽇本電気株式会社

本資料では SystemDirector Enterprise for Javaを、「for Java」と
略記することがあります。
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1.1.SystemDirector Enterprise の狙い

環境認識 短納期・
スピード重視

ニーズ

⻑期間の
保守メンテナンス

技術の⾼度化、
新技術の台頭

「信頼できるSI」

⽣産性の向上先端技術の活⽤
迅速な対応

⼗分な期間の
サポート提供

これらを実践するシステム構築環境を整備
今までのＮＥＣグループのシステム構築技術を結集
SystemDirector Enterprise の開発へ
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1.2.SystemDirector Enterprise の体系

▌NECグループ標準の業務システム構築基盤です。開発⽅法論、開発環境、
サポートサービスによる効率的なシステム構築を⽀援します。

◇開発環境 （何を作るか、どうやって作るのか）
- 業界標準アーキテクチャを採⽤したフレームワーク
- 開発効率を向上する開発ツールの提供

か）

年間のソフトウェア製品サポートを提供

◇サポートサービス （どのように利⽤するか）
- システム構築をさまざまな形でサポート
- トータル10年間のソフトウェア製品サポートを提供

◇開発⽅法論 （誰が、いつ、何をするのか）
- 概説書、⼿順書、ガイド、ドキュメントサンプル集
- 各⼯程の作業⼿順をサポート

開発環境

開発⽅法論

サポートサービス

先端技術の活⽤
・開発環境で取り込み

ガイドも添えて提供

⽣産性の向上
・開発⽅法論で標準作業の

効率化
・開発環境で⽣産性向上

サポート提供
・専任の技術サポート

部隊を⽤意
・⻑期サポート保証
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1.3.SystemDirector Enterprise の構成要素

▌業務システムを構築するために必要⼗分な⽀援内容を提供します。

開発環境

開発⽅法論

サポートサー
ビス

PPサポート 適⽤⽀援 教育サポートサービス

開発環境 共通基盤コンポーネント

APフレームワーク

共通部品群

開発ツール データモデリング 画⾯遷移設計

帳票設計 バッチ設計

業務モデリング

画⾯レイアウト設計

コーディング⽀援 デバッグ⽀援

テスト⽀援コンポーネント設計 ソースジェネレータ

Java(Struts, JSF) .NET(Windows/Web)

外部設計編要件定義編 結合テスト・総合テスト・移⾏編

タスク⼀覧、開発プロセス全体フロー図

実装編（Java版）※１,3

AP開発⼿順書

ドキュメントサンプル集（AP開発編）、付録資料

開発⽅法論概説書

内部設計・製造・単体テスト編

標準化編

実装編（.NET版）※２,3

実装編（バッチ・帳票版）

単体テスト仕様書作成ガイド※4

開発⽅法論

Smart Device(JavaScript)

※１:実装編
Java：Struts版
Java：JSF拡張版

※２:実装編
.NET：Windowsフォーム版
.NET：Webフォーム版

※３:実装編
HTML5拡張版

※4:Java版
.NET版
バッチ・帳票版
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1.4.SystemDirector Enterprise の製品ラインナップ

▌「オンラインシステム開発基盤」「バッチシステム開発基盤」の
▌製品カテゴリで、お客様のシステム開発を⽀援

バッチシステム開発基盤

SystemDirector Enterprise for Java Batch

オンラインシステム開発基盤
SystemDirector Enterprise Suite Package

SystemDirector Enterprise for Java

SystemDirector Enterprise for .NET

SystemDirector Enterprise for Smart Device

SystemDirector Enterprise for C Batch

SystemDirector Enterprise for Report
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Professional Edition Express Edition
製品
コンセプト

⽣産性重視の開発環境
⽣産性を⾼める独⾃のフレームワーク提供

適⽤しやすい開発環境
導⼊コストを下げるためOSS等標準技術のみを利⽤

独⾃フレーム
ワーク

独⾃拡張機能を有したフレーム
ワークを提供

独⾃実装を排除し、ピュアなソース
コードで開発

メリット • 独⾃ツール、フレームワークにより
作業効率化を実現

• フレームワークによる標準化で⼯数
を削減

• Eclipse、Visual Studioのみの開発より
⾼い⽣産性

• 部分的な切り離しが容易

デメリット • 独⾃フレームワークによる⼀気通貫
な機能提供となるため、部分的に切
り離しにくい

• 開発の⾃由度が⼤きいため、標準化⼯数
がかかる

• 実⾏環境に独⾃性がないため、サポート
提供がない

補⾜.エディションの違い

▌SystemDirector Enterpriseでは、⽣産性重視のProfessional Editionと
適⽤柔軟性の⾼いExpress Editionの２つを提供しており、要望に合わせ
て選択可能です。

業務アプリケーション

独⾃拡張
デファクトフレームワーク(OSS含む) デファクトフレームワーク(OSS含む)

業務アプリケーション



第２章
開発⽅法論
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2.1.概要

▌開発プロセスに従った⼿順書、ドキュメントサンプルなどを提供します。

- 作業をアクティビティ、タスクで階層化
- タスク毎の成果物を定義

フェーズ毎の
アクティビティ・タスク⼀覧

設計・実装ツール群と
有機的にリンク

SI現場の成功・失敗ノウハウを実践的な開発プロセスに結集
SIに必要な「いつ・誰が・何を・どうやって」を漏れなく重複なく体系化開発プロセス

⼿順書 ドキュメントサンプル

記述内容や記述レベルを
具体例で指南

フェーズ
(いつ)

アクティビティ/タスク
(どうやって)

成果物
(何を)

ロ
ー
ル

︵
誰
が
︶

運⽤や海外活⽤などの
重要ノウハウをガイド化

ガイド
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2.2.⼀般的な開発⽅法論との違い

▌役割を意識した、⼿順、成果物、規約などを体系的に定義します。

SystemDirector Enterprise開発⽅法論は、オープン環境における業務システム開発をター
ゲットとして、ソフトウェアライフサイクルプロセス（ＳＬＣＰ）における「要件定義」
「外部設計」「内部設計」「製造・単体テスト」「結合テスト」「総合テスト」「移⾏」の
⼀連の開発プロセスを中⼼に、役割（ロール）ごとの作業⼿順、成果物（ドキュメント）、
作業規約を体系的に定めた開発⽅法論です。

▐ ⼀般的に開発⽅法論は、以下の3つで構成されます。
 オブジェクト指向やデータ中⼼アプローチなどの具体的な開発⼿法やツール類を定めた

「開発技法」
 開発をどのような⼿順で進めるかを定めた「開発プロセス」
 プロジェクトマネジメント⼿法
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2.3.共通フレーム対応

▌業界標準に準拠した体系をサポートします。
▐ 本開発⽅法論で定義しているフェーズは、業界標準（共通フレーム2013：

SLCP-JCF2013）に沿った体系となっています。本開発⽅法論は、共通フレーム
2013の要件定義・開発プロセスをサポートしております。
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2.4.フロントローディング

▌開発の前半で品質を作りこむ⼿法を取り⼊れています。

「フロントローディング」とは？

開発の後半で発⽣する問題を未然に防ぐことを⽬的に、開発初期でやるべきことを正しく
⾏い品質を作りこむ⼿法

移⾏

後半の⼯程での障害を低減前半の⼯程で品質を作りこみ

現状

フロント
ローディング

フロント
ローディング

業務単位
での要件確認

外部設計

単体テスト

製造

内部設計

要件定義

③データ準備

①シナリオによる
要件確認

開発

基本設計

機能設計

④テスト計画
シナリオ作成

②先⾏開発

⑤性能
先⾏評価

結合テスト

総合テスト

テスト⽅針
シナリオ検討

データ準備

性能評価

製造・単体テスト



第３章
開発環境
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3.1.提供機能のポイント

▌Webアプリケーションの開発を⽀援する各種機能を提供します。

開発ツール
実績のある SystemDirector Enterprise開発基盤のノウハウを⽣かし、開発⽅法論
をベースに Web アプリケーションの作成を⽀援するジェネレータ（設計情報からの
ソースコード⽣成）等の開発環境を提供

フレームワーク
Web３層システムにおける業務システム構築に必要なフレームワークを提供するこ
とで、業務SEは業務ロジックに注⼒可能。

アーキテクチャモデル
デファクトスタンダードなフレームワークをベースとしたSystemDirector
Enterprise推奨のアーキテクチャモデルを提供することで、スムーズな最新技術への
対応やアーキテクチャ選定の検討⼯数を削減
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3.2.アーキテクチャモデル

AP層 DB層PR層

Struts拡張(⾮推奨)

MyBATIS拡張Spring拡張JSF拡張
＋PrimeFaces

サーバサイドクライアント
クライアント層

JDBC拡張POJO拡張
JPASpring
MyBatisSpring Batch(※1)

JSF

REST InterfaceSPA New

Professional
Edition

JPA

Spring MyBatis

Spring Batch(※1)

JSF

JDBCEJB3(※2)

Express
Edition

▌デファクトスタンダードなJavaフレームワークをベースに独⾃拡張や推
奨の組み合わせを定義したアーキテクチャモデルを提供します。

※各線の接続はツールかガイドで提供
※1 ⼩規模簡易バッチAP開発向け
※2 Deprecated
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3.2.1. HTML5拡張モデル(SPA)の新設

▌サーバと疎結合で保守性の良いSPAアプリケーションを⾃動⽣成

HTML/CSS

クライアント
JavaScript

Controller

Service

View
Model

Model REST/
JSON

ローカル
ストレージ

ローカル
デバイス

HTML5、BootStrapによる表現豊かなユーザインタフェースを提供
レスポンシブウェブデザインにより、マルチデバイス要件にも対応可能
Angular、MVVMアーキテクチャによる保守性の⾼いソースコード
オフライン要件にも対応可能

View

サービス

画⾯サイズに合わせて
画⾯を⾃動切り替え
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3.3.フレームワーク

▌Web３層システムにおける、業務システム構築に必要なフレームワーク
を提供することで、業務SEは業務ロジックに注⼒可能です。

DBサーバ

DBMS

クライアント

Browser

PR（プレゼンテーション）層

Form
(View)

EventAction
ManagedBean
(Controller)

Control
(BusinessLogic)

DAO
(Data Access)

AP（アプリケーション）層

SystemDirector Enterpriseフレームワーク

APサーバ

不正なログインや画⾯遷移
の防⽌、⼆重送信問題など
の対策

Webシステム－セキュリティ問題対応

タグ／イベントとアクション
イベントへの対応付けを隠蔽
化。
エラー発⽣時の業務処理など
業務フローを定義

画⾯／イベント制御

画⾯制御部品、ファイル
アップロード、⼊⼒チェッ
クなどの部品を提供

ユーティリティ

AP層呼び出し、データソースアク
セスの隠蔽化
トランザクション管理の隠蔽化

トランザクション管理

PR/AP/DB層間の項⽬移送の簡略化・標準化
例外処理の標準化

PR/AP/DB 基盤機能

DBMS⇔Java間の⽂字化け
問題解消

サニダイジングなどSQLイ
ンジェクション対策

SQL発⾏、バインドの標準
化
動的SQL発⾏基盤の提供

データアクセス制御
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 算術関数機能
 統計関数機能
 ⽂字列操作機能
 SQL⽂エスケープ機能
 ⽇付・時刻フォーマット機能
 数値フォーマット機能
 サニタイジング機能
 ⽂字列⽐較機能、⽂字列変換機能
 ⽂字種検査・サロゲートペア検査

機能

 エンコーディング機能
 メール送信機能
 CSV機能、ファイル操作機能
 GZip圧縮／展開機能、Zip圧縮／展開機能
 外部プログラム実⾏機能
 ストップウォッチ機能、タイマー実⾏機能
 DNS問い合わせ機能
 クライアント情報取得機能
 ⾮永続マップ機能
 メッセージダイジェスト算出機能、対称鍵

暗号機能、バイナリ符号化機能

部品の機能⼀覧

3.3.1. ユーティリティ（共通部品）
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3.3.2.BRMS実⾏部品

▌BRMS適⽤を効率化する部品であるBRMS実⾏部品を提供します。BRMS
を利⽤したシステムでは、業務ロジックをデシジョンテーブルとして表現
し、ソースコードと分離する事により保守性向上や⼯数削減の効果が期待
できます。

BRMS適⽤
を効率化す
る部品であ
るBRMS実
⾏部品を提
供

AP層SubControl
の⾃動⽣成コー
ドにBRMS実⾏
部品の呼出しを
ガイドするコメ
ントを出⼒
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3.4.開発ツール

▌外部設計から製造・単体テストまでを対象に開発ツールを提供します。
▌各フェーズの成果物は標準設計モデル(リポジトリ）として格納され次⼯程と

連携します。

標準設計モデル
ソースコード機能詳細モデル機能モデル

回帰テスト
ツール

カバレッジ
ツール

ビルド
ツールジェネレータ

CDIﾂｰﾙ
プログラ
ミング
環境

コンポーネント
エディタ

リアルタイム開発
デザイナー

外部設計 内部設計 製造・単体T

実⾏モジュール

画⾯遷移エディタ

画⾯エディタ

Eclipseによる
オペレーションの集約
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3.4.1.リアルタイム開発デザイナー

▌要件定義のその場でＡＰの作成を⽀援するツールです。テンプレートを活⽤
しドラック＆ドロップで開発でき、開発期間・開発コストを削減します。

SystemDir
ector

Enterprise画⾯エディ
タを起動

画⾯遷移定義
機能概要⼊⼒

画⾯処理説明⼊⼒

画⾯レイアウト編集

部品選択

プロパティ設定

JavaScript編集

ドラッグ&ド
ロップで⾃由に
画⾯をデザイン

リアルタイム開発デザイナー

Step2：画⾯の遷移情報や処理概要を整理

Step3 ：ドラック＆ドロップでユーザーと画⾯をデザイン

Step1:事前準備
テンプレート作成

設計書 ソース
コード

Step4 ：
ワンクリックで
設計書とソース

を⾃動⽣成

APサーバ

Step5 ：
実際に動かしなが
らユーザーと要件

を最終確認
部品定義
ファイル

・画⾯、画⾯遷移、業
務ロジックの⾃動⽣成
のためのプロジェクト
⽤ひな形整備

プロジェクト
カスタマイズ可能

Excel
表⽰⽤データ
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3.4.2.設計エディタ・ソースコードジェネレータ

▌主に詳細設計作業を⽀援する設計エディタ（コンポーネントエディタ）を
提供し、データ定義やマッピング設計などを⽀援します。

▌設計情報をもとにソースコードを⾃動⽣成することで、品質・⽣産性向上
を実現します（全コードの15%〜35%程度を⾃動⽣成します）

スケルトン⾃動⽣成，

設計情報から⾃動⽣成

フレームワーク提供部

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
⽣
成

MVC実装構造

ソースコード群
コンポーネントエディタ

package ${packageName} ;
public class ${name}Action {

public void execute() {
}

}

雛形ファイル可読性の⾼い
コードを⽣成
可読性の⾼い
コードを⽣成

追記した業務ロジックは保護され
繰り返し⾃動⽣成が可能

追記した業務ロジックは保護され
繰り返し⾃動⽣成が可能

業務ロジック追記型で
柔軟性と⽣産性を確保
業務ロジック追記型で
柔軟性と⽣産性を確保
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3.4.3.テスト⽀援ツール

▌オウンコーディング部分の品質を⾼めるCDIツール、テスト品質の向上を
⽀援するカバレッジツールを同梱し、ガイドと合わせて提供します。

カバレッジツール 網羅性を保証し確証としても活⽤

2回実⾏されている

⼀度も実⾏されていない

CDI：CoDeInspection

各業務開発者の環境

CDIの実⾏ 結果確認

指摘箇所のソース修正 テストカバー率測定確認ツールを利⽤し、アプリケーショ
ンにおけるテスト網羅率を把握することができます。

CDIツール コーディング規約をチェックしてソースを均⼀化
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3.4.4.バッチアプリケーションの開発⽀援機能

▌Webアプリケーションのみでなく、簡易なバッチアプリケーションの開
発も可能です。開発⽅法論、WebOTX Batch Server(※) および Spring 
Batch に対応したソース⽣成機能により、煩雑なソースファイル、XML
定義ファイルの作成⼯数を削減します。

Java部品

設計者 開発者

設計書

開発環境

SystemDirector
Enterprise for Java

設計書 ⽀援機能

内部設計 製造・単体テスト機能設計

Javaバッチ
アプリケーション

実⾏環境
WebOTX BSサポート

作成

開発⽅法論

概説書
開発プロセス

⼿順書
ドキュメントサンプル

開発環境と開発⽅法論を
合わせて提供

使⽤
（⾃動⽣成）

サーバログ出⼒処理
メッセージ処理
⽂字列処理
FTP処理など

Javaバッチ
アプリケーション

Javaバッチ
アプリケーション

Javaバッチ
アプリケーション

デプロイSpring 
Batch
ソース

(※)別売りの製品となります。
(注)⼤規模なバッチ開発の場合は、SystemDirector Enterprise for Batchの適⽤を推奨します。
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3.4.5.ロールアウト機能

▌あらかじめ業務画⾯のパターンをテンプレート化しておくことで、画⾯レ
イアウト、画⾯遷移制御、⼊⼒コントロール、DBアクセス処理、REST
サービスなどを⼀気に⾃動⽣成できます。

ビジネスロジックの追加のみで
アプリケーション実⾏可能

①パターンを選択しパラメータ⼊⼒

②内部設計データを⼀括⽣成
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3.5.動作環境

▌JSF拡張/Spring拡張/MyBatis拡張モデル
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3.5.動作環境

▌JSF拡張/POJO拡張/JDBC拡張モデル
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3.5.動作環境

▌JSF/Spring/MyBatis・JPAモデル
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3.5.動作環境

▌Struts拡張/POJO拡張/JDBC拡張モデル



第４章
サポートサービス
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4.1.サポートメニュー

▌サービスメニュー として、以下のサービスを提供します。お客様のご要
望に応じて内容を組み⽴てさせていただくことも可能です。

▌基本サービスに含まれないものでも、ご要望があれば調整可能です。
例）SystemDirector Enterpriseを新規に導⼊する場合の環境構築／プロジェクト⽴ち上げ教育

といった導⼊⽀援
例）お客様専⽤窓⼝の設置によるホットラインサポート（メールに加えて、電話・現地での問い

合わせ対応なども実施）

(最新から２バージョン前になった時点
から)５年間：標準サポート

３年間：
延⻑サポート

２年間：
限定サポート

トータル１０年間＋αのサポートを保証

システム安定稼動までは標準サポート サポート内容を限定 特定ユーザ

レスポンス
サービス 電⼦メールでの問い合わせ対応 電⼦メールでの問い合

わせ対応
電⼦メールでの問

い合わせ対応

バージョンアッ
プサービス バージョンアップ申請を受け付けての対応 バージョンアップ申請

を受け付けての対応
バージョンアップ
申請を受け付けて

の対応

リビジョンアッ
プサービス
（障害パッチ

提供）
フル提供

障害は既存パッチのみ。
クリティカル、セキュ
リティ関係は新規対応

障害は既存パッチ
のみ。新規パッチ

は別途有償
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4.2.教育メニュー

Java .NET Smart Device

前
提
コ
ー
ス

▌現在、定期開催されているコースはございませんが、ご要望いただければ時
期・内容・場所など含めて開催調整させていただきます。お気軽にご相談くだ
さい。

▌なお、SystemDirector Enterpriseのベースとなっている⼀般知識は前提とな
ります。前提知識を習得するための教育コースもございますので、合わせてご
検討ください。

▌SystemDirector Enterpriseの全体像が把握できる研修メニューを、NEC
マネジメントパートナーのラーニング事業と連携して提供します。ニーズ
に合わせたカスタマイズメイド教育として実施します。

JavaによるWebアプリケーション開発1
－サーブレット・JSP－

Javaによるデータベースアクセス

Javaプログラミング基礎
（⼊⾨、基礎1、基礎2）

Visual Studio による
Windowsプログラミング

Webアプリケーション開発⼊⾨
（ASP.NET編）

ＮＥＣマネジメントパートナー ラーニング事業サイト
https://www.neclearning.jp/

HTML5/CSS3基礎

JavaScriptプログラミング
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4.3.お問い合わせ先

ご購⼊前のお問い合わせ

NEC SystemDirector Enterprise お問い合わせ窓⼝
Web
http://jpn.nec.com/SystemDirectorEnterprise/contact.html

記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。



付録
リアルタイム開発
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要件定義に関する悩み

▌要件定義⼯程の時点では仕様が曖昧で、開発後半に認識の相違やイメージ
が異なっていることが判明し無駄な⼯数、費⽤が発⽣

こんな課題ありませんか？こんな課題ありませんか？

開発終盤で
修正が発⽣

修正のための
後戻り⼯数発⽣

時間切れで
開発終了

ユーザーインタフェースの要件定義
⼯程において要件確定に⾄らず

画⾯イメージや操作が書かれた
⽂書をベースに要件を確定
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UIの要件確定を上流の早い段階で短期に実施

開発者

発注者
（レビュー）

利⽤者

・実際に動くAPにデータを表⽰して合意
・設計書も出⼒してレビュー
・微調整はその場で修正・再作成して確認

・動くAPを利⽤者に
渡して要件確認

発注者、利⽤者の
CSが向上します
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画⾯エディタ（リアルタイム開発デザイナー）

Step1
画⾯の遷移情報や処

理概要を整理

Step2 
ドラック＆ドロップで

ユーザと画⾯をデザイン

Step0
共通的に利⽤できる

AP雛型の作成

Step3 
ワンクリックで設計書
とソースを⾃動⽣成

Step4 
実際に動かしながらユー

ザと要件を最終確認

画⾯、画⾯遷移、
業務ロジックの
⾃動⽣成のため
のプロジェクト
⽤雛型を整備し
ておく。

この整備には、
ロールアウト機
能を活⽤する。

事前準備した雛
型から適切なも
のを選択。

画⾯遷移パター
ンが決定される。

設計書情報とし
て、機能概要や
画⾯処理説明を
与える。

雛
型
の
活
⽤

DB項⽬の表⽰確
認をしたい場合
は、Excelでダ
ミーデータを準
備。

設計書 ソース
コード

⾃
動
⽣
成

デ
プ
ロ
イ

APサーバ

動作確認

ブラウザから起
動して、画⾯遷
移やデータ表⽰
イメージなどを
動的に確認。

必要に応じて前Stepに戻り
顧客要件を盛り込んでいく

事前準備

適宜部品を選択
しながら画⾯を
レイアウト。

プロパティの設
定やJavaScript
編集も実施する。

部品定義
ファイル

画
⾯
エ
デ
ィ
タ
起
動

プロジェクト
カスタマイズ可能

ドラッグ&ドロップで
⾃由に画⾯をデザイン

リアルタイム開発の流れ
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Step1．テンプレートによる画⾯遷移・画⾯パターンの選択・決定

リアルタイム開発デザイナー

ユーザー様 ＳＥ

代表画⾯遷移・デザインテンプレート

業務固有項⽬は
追加でカスタマイズ

代表画⾯テンプレートから選択して画⾯定義の
ベースを決定。

画⾯検討を
検討型 ⇒ 選択型 へ

代表画⾯テンプレートから選択して画⾯定義の
ベースを決定。

画⾯検討を
検討型 ⇒ 選択型 へ

画⾯デザイナーからテンプレートの選択・読込が
可能。

GUIベースでイメージが⾒られるため、ユーザー
との認識齟齬を⼤幅削減。

画⾯デザイナーからテンプレートの選択・読込が
可能。

GUIベースでイメージが⾒られるため、ユーザー
との認識齟齬を⼤幅削減。

テンプレートでは埋められない業務固有項⽬や、
レイアウトや遷移の微修正は、画⾯デザイナから

追加定義可能。
複雑な業務要求、画⾯構成にも対応可能

テンプレートでは埋められない業務固有項⽬や、
レイアウトや遷移の微修正は、画⾯デザイナから

追加定義可能。
複雑な業務要求、画⾯構成にも対応可能

選択

▌既存システムを分析し、代表的な画⾯遷移パターンと画⾯レイアウトパターンを
あらかじめテンプレート化（パラメータ化しており⾃由に変更可能）。

▌テンプレートをベースに、画⾯デザインを⾏うことで画⾯仕様決定の迅速化、標
準化を促進
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Step1．事前準備〜AP雛型の作成

▌対象システムの要件を分析し、画⾯、画⾯遷移、データファイル読込を実装した
AP雛型を作成

参照系遷移(2画⾯遷移)
登録系遷移(３画⾯遷移)

⼀覧画⾯テンプレート

詳細画⾯テンプレート

登録画⾯テンプレート

AP雛型
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Step2．要件確認〜画⾯遷移設計

▌事前に作成した画⾯遷移パターンから適切なものを選択
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Step3．要件確認〜画⾯デザインのプレビュー実⾏

JavaScriptコード
を記述

部品を選択して
配置

▌事前に作成した画⾯パターンから適切なものを選択
▌レイアウト変更(ボタンを移動、⾊を変更）、コンポーネントをドラッグ＆ドロッ

プで配置
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Step3．要件確認〜画⾯デザインのプレビュー実⾏

▌画⾯デザイナーからプレビュー実⾏してレイアウト・画⾯遷移・JavaScript実⾏
結果を確認
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Step4．ソースコードの⾃動⽣成（ジェネレーター）

▌リアルタイム開発から実装コードを⾃動⽣成
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Step4．設計書の⾃動⽣成

▌要件確定後、画⾯遷移図・レイアウト・項⽬定義など⼊⼒した内容を元に、
機能設計書を⾃動⽣成

画⾯遷移図エディタ 画⾯エディタ

機能設計書

⾃動⽣成⾃動⽣成
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Step5．AP実⾏〜フォーマット、データ表⽰を確認

レイアウトを確認し、選択・
⽀店番号の表⽰幅を調整

モック⽤のExcelデータを
画⾯に表⽰
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Step5．AP実⾏〜画⾯遷移を確認

ボタンを実⾏し、
画⾯遷移を確認
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▌SystemDirector Enterprise, InfoFrame は⽇本電気株式会社の登録商標です。
▌SVF, SVFX-Designerは、ウイングアーク１ｓｔ株式会社の登録商標です。
▌Windows, Office, Excel, Visual Studio, .NET Framework はMicrosoft Corporationの

⽶国およびその他の国における登録商標です。 また、Windows の正式名称は Microsoft
Windows Operating System です。

▌ JavaはOracle Corporation の⽶国およびその他の国における登録商標です。
▌Amazon Web Services, “Powered by Amazon Web Services”ロゴ、その他のAWS商標

はAmazon.com, Inc.の⽶国およびその他の国における登録商標です。
▌ Log4jはThe Apache Software Foundationの登録商標です。
▌Eclipseは Eclipse Foundation, Inc. の⽶国およびその他の国における登録商標です。
▌AndroidはGoogle Inc. の⽶国およびその他の国における登録商標です。
▌ iOS はCisco Systems G.K.の⽶国およびその他の国における登録商標です。

▌その他、記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。




